
カスタマーハラスメントに対する方針 

 

１．はじめに 

本組合は、生活協同組合としての相互扶助の精神、及び福祉共済として「安心と生きがいを保障する」という基本理念に基づき、

組合員の皆様に満足いただける共済制度と福利厚生の提供に努め、信頼される共済事業の推進に取り組んでおります。 

このような事業の取り組みを継続して実現するためには、職員が心身ともに健康で業務を行えること、安心して働くことができる

職場環境を作ることが大変重要であると考えます。 

本組合は、今後も皆様からのご意見・ご要望に対して真摯に向き合い、質の高いサービスの提供に努めてまいりますが、近年カス

タマーハラスメントが社会問題化している状況を踏まえ、ハラスメント行為から職員一人ひとりを守ることが不可欠と考え、「カス

タマーハラスメントに対する方針」を策定いたします。 

 

２．カスタマーハラスメントの定義 

   本方針において、カスタマーハラスメントを「組合員をはじめ皆様からのお申し出や言動のうち、要求内容の妥当性に照らして、

その要求を実現するための手段や態様が社会通念上不相当なものであり、当該手段・態様により、本組合職員の就業環境が害される

恐れがあるもの」と定義します。 

以下の記載は例示であり、これらに限るものではありません。 

・身体的な攻撃（暴行、傷害） 

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言） 

・威圧的な言動 

・土下座の要求 

・継続的、執拗な言動 

・拘束的な行動（不退去、居座り、監禁） 

・差別的な言動 

・性的な言動、要求 

・職員個人への攻撃、要求、プライバシーの侵害 

・SNSやインターネット等での誹謗中傷 

・合理的な理由のない金銭補償やサービスの要求 

・正当な理由のない謝罪や金銭の要求 

 

３．カスタマーハラスメントへの対応姿勢 

本組合は、本組合で働く職員一人ひとりを守るため、カスタマーハラスメントが行われた場合には毅然と対応します。悪質と判断

される行為を認めた場合は、警察・弁護士等と連携し、厳正に対処させていただきます。 

 

４．カスタマーハラスメントへの取組み 

◼ カスタマーハラスメントへの対応方法、手順の策定 

◼ 本組合で働く職員等への教育・研修の実施 

◼ 本組合で働く職員等のための相談・報告体制の整備 

◼ カスタマーハラスメントを受けた職員等へのメンタルケア体制の整備 
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